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　昨年末，東京からロソドソまでBOAC肚のコメット

によって成層圏の飛行を体験する機会に恵まれた．出張

の目的はコメヅトを中心とする英肉のジェット輸邊機の

調査にあったから．㌧この飛行そのものも一つの研究のテ

ーマであって．その後引き続いて二回の墜落事故を起そ

うなぞとは夢想もせず．カメラとストップウォッチを両

手に忙しいがまた快適な旅をつづげることができだので

あった，

　1953－1レ24　22：30G．M．T．
　マニラ発　1：05の後，高度37，000ft程度

　22：00頃　日の出，22：20頃より度々雲の中に突入

　する．このとき　グングンと　ゆられる（モーター

　ボrトで波に打たれるようなカタいゆれ方をする）

　11月24日22時30分．定刻に羽田を出発したコメッ

トは20分の後には早や密雲の上に出で．晃々と輝く満

月に雨雲を輝かせつつ一路上昇を続げていた，窓を覆っ

ていた雲がからりと晴れたとき突然迎えてくれた満月，’

このときの感激は今も忘れることができない，離陸後1

時聞，高度は既に10，000米に達しているはずであるが，

高室にはなお巻雲であろろか．幾筋かの雲が流れるのを

眺めつつ何時か眠りに入っていった，快適な安樂椅子に

身を横たえて夢現のうちに感じたものは．時々襲ろ強く

はないが．しかしグソグソとつき上げるよ5な堅い動揺

であった，11，000米の上室も予期に反して李稔といろ

わげではなかったのである，このときの蓮航データによ

り後刻BOAC祉の気象部が算出した結果によれば，270

度11Qノットの向風を弓けていたことになり．いわゆる

ジェットストリームに遭遇し難航していたことがわかっ

た，アジヤ．ヨー・ッパ．アフリカを結ぶBOAC批の

全コメヅト路線ゐろち．李均風速の最も大きい東京沖蝿

1954年8月
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23：50

仏印の上空，時々森林らしいも‘？が雲間に見える．

排気は杢然目に感じない．

聞は難所の随一であるよろで．張い向風に遭遇したとき

機上で進退を決する最絡地点として特に鹿児島が選定さ

れている由であった，

　第二の着陸地マニラをあとにした機は進路をバソコッ

クにと機首を眞西に向げ．南支那海上空11，000米で朝

を迎えた．このときあかね色に輝く朝日に照し出された

ものは右も左も雲の嶺々であった．積乱雲の頂は12，000．

米には達していたであろぢか，更に上室には巻雲が流

1953－11－25　0：34（G．M．T）

バンコツク接地　1徹n前

静に（実に静がだ）降下，高度は25，000ft位と思
う．

れ，下界はちぎれ雲に閉されて海を望むこともできなか

った．直進する機は度々雲の頂きに突入し，その度にか

たい動揺をする』この動揺は昨窺感じたものと全く同じ

であったから昨夜も雲の群に飛込んだものと想像され．

た．揺酒方としては苦痛を感ずるよろな張y・ものではな
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2：30　G．M．T．

モールメン近くの山々　高度は30，000ft位と思う．

　　　　　　　一i一、∵牽．
1953－11－26　・一マを離陸し　左手にコルシカ
島を見る．三降チント山はすそを雲にビッシリまか

れていた，

7：45　G．M．T．

ヒマラヤ連峰を右手に見つつとぶ．この間約1時間

その雄大さにおどろいた．一点の雲もないのにここ

だけは一寸がぶった．日ざしは張ぐて暑い．

37，000ft位．

　高度をとると共に不方は雲につつまれ．ヨ’一・ツ

バー円雲の下と言った感じをうけた．僅のすき間か

ら見えた雲を頂いた山はアルアスの一部と思うのだ
が？

肇。

く，また酔を発するよろな周期の大きい不快なものでも

なかったが，高室の飛行は静稔だといろ夢は無残にも打

ちくだかれてしまった．室の色も期待していたほどには

濃いものではなく，ろっかりしていると相異を見落して

ーしまう7よろなブルーであった．

　その後，バソコック以遠では高室の雲に遭遇すること

なく至極李穏な飛行を続げることができたが，只カルカ

ヅタからデリーへの途ヒマラヤの雄峰を右手に望みつつ

飛行を続げたとき，弱いものではあったが暫く間上下動

を続けた，所要時間から判断してジェットストリームに

遭遇したとも考えられず，何に起因したラフ・エアーと

考えたらよかろろか．

　ジェヅトの最大の欠点は撚料浩費量が核大なことであ

る．従ってジェット輪選機の蓮航に際しては撚料の節減

のため飛行方式が制約され，気象に応じて機を適当に昇

降させる自由度が殆んどない．常用高度である10，000

万乃13，000米の高空はピストソ・エソジソ機の常用高

度2000乃至7000米に比較して幸にも遙に安定した領域

ではあるが，ジェット・ストリーム，クリャ・タービユ

レソス等詳細不明の問題も少くはない．ピストソ機に通

弊の不快な振動（第一級のピストソ・エソジソ族客機の．
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客室の振動は巡航状態で毎分300回振巾1粍程度が普

通のようで，椅子に差込んだテーブル上のコップが踊り・
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し，快適性を格

段に向上させた

ジェツト機蓮航

の次の目標は高

室気象の解明に

あるのである，

（日本航室）

　いよいよ　イギリスは近い，高度35，000ft外気
温一60。C窓から少しづっシモがふる．弱い目ざし
は直射日光をうけても暑くない．

　英仏海峡の上空のみ雲は大きくわれていたがイギ

リスは再び雲の下で，コメットは干アブレーキを出　　先

して急速な降下を行った．　　　　　　　　　．
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